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印
鑑
条
例
、市
税
条
例

の
一
部
改
正
等
可
決

６
月
定
例
市
議
会

市議会だより

六
月
定
例
市
議
会

は
さ
る
六
月
二
八
日

か
ら
ひ
ら
か
れ
十
一

議
案
を
可
決
し
て
七

月
三
日
お
わ
り
ま
し

た
。今

回
議
決
さ
れ
た

お
も
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
　
長
門
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
止
ず
る
条
例

（
改
正
点
）

い
よ
ま
で
は
長
門
市
に
住
ん

て
い
な
い
で
も
本
籍
の
あ
る
も

の
は
印
鑑
の
届
出
が
で
き
た
の

を
、
今
回
こ
れ
を
改
正
し
て
長

門
市
に
居
住
し
住
民
登
録
か
又

は
外
人
登
録
を
し
て
い
る
も
の

に
限
り
印
鑑
登
録
が
で
き
る
こ

と
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

・
　
長
門
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
改
正
点
）

こ
れ
は
地
方
税
法
な
ど
の
改

正
に
よ
っ
て
改
め
よ
う
と
す
る

、
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
納
税
証

明
書
の
交
付
手
数
料
一
件
三
〇

円
か
五
〇
円
に
改
め
ら
れ

ま
た
、
身
体
の
不
自
由
な
人
や

未
成
年
者
、
か
婦
の
非
課
税
範

囲
を
十
五
万
円
か
ら
十
八
万
円

に
引
上
げ
た
こ
と
な
ど
で
あ
り

ま
す
。

・
　
長
門
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

こ
れ
は
、
さ
る
６
月
1
7日
に

任
期
満
了
に
ご
っ
た
津
森
泰
氏

の
後
任
を
き
め
る
も
の
で

こ
れ
に
よ
り
、
津
森
泰
氏
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

・
　
3
7
年
度
長
門
市
歳
入
歳
出
追

加
予
算

今
回
の
追
加
予
算
は
、
本
年

度
に
お
い
て
、
緊
急
で
重
要
な

懸
案
事
業
で
あ
る
も
の
を
最
少

限
度
に
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
お
も
な
も
の
は

（
消
防
費
）

深
川
第
五
分
団
（
上
ノ
原
）

の
防
火
水
槽
の
設
置

（
土
木
費
）

災
害
復
旧
事
業
（
本
年
度
に
て

一
応
完
了
）

失
業
対
策
事
業
（
国
体
相
撲
会

場
整
備
と
藤
中
川
改
修
、
上
小

原
線
改
修
）

（
教
育
費
）

向
陽
小
施
設
充
実

深
川
小
の
中
庭
整
備

（
産
業
経
済
費
）

通
、
湊
漁
港
修
築
事
業
（
継

続
）産

業
振
興
対
策
（
魚
礁
設
置

、
農
道
、
水
路
等
の
整
備
、
夏

柑
、
椎
茸
等
の
特
産
品
に
対
す

る
奨
励
補
助
）

熊
野
山
公
園
（
俵
山
）
整
備

事
業
（
最
終
計
画
）

（
財
産
費
）

造
林
事
業
（
新
植
、
天
然
下

種
の
計
五
〇
町
歩
）

（
諸
支
出
金
）

国
体
準
備
費
（
今
年
の
八
月

下
旬
開
催
予
定
の
選
抜
高
校
招

待
相
撲
大
会
を
引
受
け
、
そ
の

受
入
態
勢
を
整
え
る
た
め
に
必

要
経
費
を
計
上

・
　
こ
の
ほ
か
、
職
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
で
あ
り
ま
す
。

今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
画
税
）

二
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
七
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
七
月
三
十
一
日
ま
で

国体の知識( 3) 山
口
国
体
は
ど
う
い
う

ふ
う
に
行
わ
れ
る
か

大
会
は
冬
季
、
夏

季
、
秋
季
の
三
季
に

わ
け
て
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
山
口
県
で
行

わ
れ
る
の
は
夏
季
大

会
と
秋
季
大
会
で
あ

り
ま
す
。

会
　
場

夏
季
大
会
は
３
市
１
町
の
４
会

場
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
秋
季

大
会
は
1
3
市
６
町
１
村
の
6
4
公
場

で
、
あ
わ
せ
て
3
1
種
目
が
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。

ま
た
夏
季
大
会
の
主
会
場
は
宇

部
市
で
、
皇
太
子
殿
下
と
同
妃
殿

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぐ
予
定
で
す
。

秋
季
大
会
の
主
会
場
は
山
口
市

で
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
が
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
　
期

夏
季
大
会
は
昭
和
3
8年
９
月
1
5

日
か
ら
1
8日
ま
で
の
４
日
間

秋
季
大
会
の
会
期
は
昭
和
3
8年

1
0月
2
7日
か
ら
1
1月
１
日
ま
で
の

６
日
問
と
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
予
定
人
員

参

加
選
手
　
　
　

一
が
回
人
以
上

同
役
員
　
　
　
　
昌
巳
人
以
上

視
察
員
、
報
道
員
、
い
・
呂
人
以
上

資
産
税
の
い
ろ
い
ろ
な

相
談
は
お
気
軽
る
に

相
続
税
、
贈
与
税
、
資
産
再
評

価
、
譲
渡
、
山
林
所
得
な
ど
の
資

産
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
相
談

日
（
毎
月
第
三
土
曜
日
）
に
税
務

署
で
う
け
ま
す
。
お
気
軽
る
に
お

い
で
下
さ
い
（
長
門
税
務
署
）
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深
川
小
育
友
会
が

成
人
教
育
の
た
め
に

部
落
懇
談
会
を
開
催

子どもたちに
よい環境を

深
川
小
育
友

会
（
会
長
、
前

田
正
之
氏
）
が

教
育
を
正
し
く

理
解
し
匸

づ
ど

も
た
ち
に
よ
り

良
い
環
境
を
つ

く
り
出
す
た
め
に
、
ま
ず
大
人
に

勉
強
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
さ
る

七
月
二
日
か
ら
十
一
日
間
、
校
区

各
部
落
に
育
友
会
長
、
副
会
長
を

は
じ
め
山
本
深
川
小
校
長
や
部
落

担
当
の
先
生
を
か
こ
み
、
熱
心
に

子
ど
も
た
ち
の
学
習
態
度
や
家
庭

な
ど
の
環
境
に
つ
い
て
討
議
を
行

な
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
校
育
友
会
で
は
今
後

も
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
を
続
け
て

行
く
計
画
で
す
。

（
写
真
は
湊
保
育
園
会
場
で
の
六

六
式
討
議
風
景
）

教
育
サ
イ
レ
ン

が
な
る

7
月
2
1
日
ー
８
月
3
1
日

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ら
に
、

規
則
正
し
い
生
活
を
さ
せ
る
に
力

に
市
内
各
地
区
で
次
の
要
領
で
教

育
サ
イ
レ
ン
を
な
ら
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
を
な
ら
す
時
刻

通
　
　
午
前
九
時
　
午
後
九
時

仙
崎
　
午
前
十
時
　
午
後
九
時

深
川
　
午
前
十
時
　
午
後
九
時

湯
本
　
午
前
十
時
　
午
後
九
時

渋
木
　
午
前
十
時
　
午
後
九
時

俵
山
　
午
前
十
時
　
午
後
九
時

期
　
問

７
月
2
1日
か
ら
８
月
3
1日
ま
で

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

七
月
末
ま
で
展
開

法
務
省
で
は
、
七
月
を
〃
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
〃
月
間
と
し

て
、
全
国
的
に
運
動
を
く
り
ひ
ろ

げ
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
の
よ
う
に
犯
罪
が
多
く

て
は
や
り
き
れ
な
い
と
誰
で
も
が

思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
犯
罪
を
わ
か
し
に
人

を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
い
る
と
再
び

罪
を
く
り
か
え
し
、
悪
循
環
は
い

つ
ま
で
も
続
き
〃
明
る
い
社
会
”

は
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
。

犯
罪
者
も
、
や
は
り
人
間
と
し

て
尊
璽
さ
れ
る
べ
き
国
民
の
一
人

で
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
再
び
間

違
っ
た
道
に
足
を
入
れ
な
い
よ
う

助
け
、
は
げ
ま
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
は
我
々
国
民
の
す
ぺ
て
の

人
が
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
す
。

こ
う
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
、

健
康
な
明
る
い
社
会
が
っ
く
ら
れ

る
の
で
す
。
み
ん
な
が
愛
の
手
を

さ
し
の
べ
て
、
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
こ
と
に
努
力
し
ま
し
よ
う
。

長
門
地
区
保
護
司
会

長
門
市
自
衛
隊

父

兄

会

会
長
に
渡
辺
重
市
氏
（
通

）
等
を
き
め
総
会
を
終
る

3
7年

度
長
門

市
自
衛

隊
父
兄

会
総
会

は
、
さ
る
七
月
十
日
午
前
十
時
か

ら
深
川
小
学
校
講
堂
で
、
ひ
ら
か

れ
、
席
上
、
役
員
改
選
の
結
果
、

会
長
、
副
会
長
に
次
の
方
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

会
　
長
　
渡
辺
重
市
（
通
）

副
会
長
　
永
田
一
郎
（
仙
崎
）

岡
村
栄
吉
（
後
山
）

（
写
真
は
長
門
市
自
衛
隊
父
兄
会

長
に
選
ば
れ
た
渡
辺
重
市
氏
）

農
地
の
賃
貸
借
は

正
式
に
手
続
き
を

農委だより

最
近
、
農
地
の
貸
貸

借
は
「
正
式
に
手
続
き

を
す
る
と
、
将
来
、
自

由
に
貸
借
の
解
消
が
で

き
な
い
」
と
い
う
考
え
方
で
、
農

業
委
員
会
の
正
式
許
可
を
得
な
い

で
農
地
の
貸
付
や
借
入
耕
作
な
ど

が
行
な
わ
れ
て
い
る
事
件
が
多
く

見
う
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
違
反
行
為

で
あ
り
、
耕
作
権
紛
争
問
題
の
原

因
を
つ
く
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す

か
ら
、
該
当
の
方
は
直
ち
に
農
業

委
員
会
で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。

自
作
農
創
設
資
金

の
申
込
を
受
付
中

農
委
事
務
局
で
は
、
昭
和
3
7
年

度
２
、
４
半
期
の
申
込
み
を
次
の

要
領
で
受
付
中
で
す

（
受
付
期
限
）

昭
和
3
7
年
７
月
2
5
日
ま
で

（
借
受
資
格
）

長
門
市
内
に
居
住
し
で
い
る
中

程
度
以
上
の
農
家
で
農
林
水
産
業

以
外
の
収
入
が
農
業
収
入
の
半
分

以
上
を
占
め
な
い
こ
と

．

（
貸
付
限
度
と
条
件
）

最
高
四
〇
万
円
、
年
利
率
五
分

2
0
ヵ
年
元
利
均
等
年
賦
償
還

保
証
人
　

二
名
（
年
令
五
○
歳

未
満
の
人
）

（
申
込
み
用
紙
）

各
区
長
宅
に
あ
り
ま
す

美
し
い
観
光
地
造
り
は

観
光
資
源
の
保
護
か
ら

近
年
、
湯
本
温
泉
や
俵
山
温
泉

で
天
然
記
念
物
「
源
氏
蛍
」
や
河

鹿
（
か
と
か
）
が
心
な
い
一
部
の

人
の
手
に
よ
っ
て
捕
獲
さ
れ
て
い

ま
す
。

源
氏
螢
は
文
化
財
保
護
法
に
よ

り
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
、

捕
獲
を
禁
止
さ
れ
ま
た
、
河
鹿
も

観
光
地
湯
本
温
泉
、
俵
山
温
泉
の

名
物
の
一
つ
で
、
こ
の
よ
う
な
観

光
資
源
を
み
な
さ
ん
の
手
で
守
り

ま
し
よ
う
。

人
権
相
談
所

を
開
設

3
1日
仙
崎
公
民
館
で

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局
と
萩

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
、
人
権

相
談
所
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す

か
ら
、
人
権
の
侵
害
な
ど
人
権
問

題
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
に

お
い
で
下
さ
い
。

開
設
日
時

七
月
三
十
一
日
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で

開
設
場
所
　
　
仙
崎
公
民
館

愛
の
寄
附

本
ね
ん
１
月
か
ら
毎
月
二
百
円

俵
山
　
一
念
仏
者
か
ら

二
千
円
俵
山
温
泉
湯
治
客
か
ら

香
典
返
し
（
本
年
４
月
か
ら
）

仙
崎
　
　
久
村
フ
キ

〃
　
　
新
山
半
治
郎

〃
　
　
秋
津
ツ
ギ
子

有
雌
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
市
内
の
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
逹
に

お
く
ら
せ
て
い
た
ｙ
き
ま
す
。

（
長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
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